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PDL01 2007ふたご座流星群に伴う月面閃光
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流星の正体が、秒速数 10 kmで地球大気に飛び込み発光する微粒子 (流星体)であることは広く知られている。一
方、流星体が大気のない月面に直接衝突すれば閃光 (普通 0.1秒以下)を発すると考えられる (月面衝突閃光)。大き
な流星体 (例えば 1 kg以上)でないと地球から容易に観測できる明るさにはならず、そのような流星体は稀である
ことから月面衝突閃光の観測は非常に難しいと考えられてきた。しかし、1999年のしし座流星群活動期に初めて確
実な閃光が観測されて以来、2001年のしし座流星群、2004年のペルセウス座流星群の活動期にも閃光が確認され、
最近では、確認こそされていないが、NASAの観測システムによる 54個の閃光検出が報告されている。
2007年 12月のふたご座流星群活動期に、我が国の多くの観測者やグループが月面衝突閃光を捉えるべく観測を

行った。10個以上の閃光が報告され、その内、2007年 12月 15日に観測された 4つを月面上の現象であると確認す
ることができた (離れた２地点以上から同じ位置に同時刻に観測された)。最も明るいもので約 5等級、継続時間は
0.017秒以下のものもあれば、0.3秒以上のものもある。活動期以外には、今回の観測期間より長い時間観測しても
このような明るい閃光は観測できないことから、ふたご座流星体の衝突が原因であることは間違いあるまい。ふた
ご座流星群に伴う月面閃光が確認されたのは世界初である。
閃光のエネルギーと、ふたご座流星の地球・月に対する速度 (33 km/s)、更に、運動エネルギーから可視光への

エネルギー変換効率 (0.2パーセント)を仮定して求めた流星体の質量は最大のもので 5 kgである。また、できたク
レーターの直径は最大のもので約 10 mと推定される。


